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東小学校プール改修工事（機械設備）



上記が含まれる資材を使用する場合は監督員と協議し、指定濃度となるよう枯らし期間を充分取り施工を行うこと。

る量等に充分注意し資材の選定を行うこと。

使用資材については、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・パラジクロロベンゼン・スチレン・エチルベンゼンの含まれ

建設発生土(建設工事に伴い発生する土砂等)を搬出又は搬入する場合は「岐阜県埋立て等の規制に関する条例」(平成１９年

４月１日施行)を遵守すること。またその実施に際しては事前に計画書を作成し監督員へ提出、承認を得ること。

・ 土壌検査（　・ 実施する　　・ 実施しない　　・ 実施済み　） ・ 構内敷均し　・ 場外搬出処分

　・ 外部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）

　・ 内部足場（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 　種 ）

による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

改修標準仕様書第１編２．２．１より足場の種別は以下による。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法

・ 別契約の関係受注者(包含工事の場合は元請)が設置したものは無償で使用できる。

・　鉄工（　・　製缶作業　　・　構造物鉄工作業）

中間検査　・　対象工事（対象部分：　　　　　　　　　　　　　）　・　対象外工事

・　塗装　　・　さく井（　・　パーカッションさく井工事作業　・　ロータリー式さく井工事作業）

・　冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）　・　空気圧縮装置組立て（空気圧縮装置組立て作業）　

・　配管（建築配管作業）　　　・　熱絶縁施工（保温保冷工事作業）　　　・　建築板金（ダクト板金作業）

配管、ダクト等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。

撤去する配管、ダクト等の保温は分離する。撤去部にアスベストを含む材料が使用されている場合は、適切に処理をする。

４）石綿含有品　　　　　（ ・ 配管用成形保温材 ・ フランジ用ガスケット （ ・ 配管　・ ダクト ・ ボイラー本体 ））

３）再生資源化を図るもの（ ・　　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　　）

２）特別管理産業廃棄物　（ ・　　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　　）

１）引き渡しを要するもの（ ・　　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　　）

本工事は工事に関する法令・条例及び規定等に基づいて施工する。

１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に定める品質および性能を有する新品とする。ただし、仮設工事材料・その他

官公署の検査を必要とするものにあっては、工事完成時までに検査を受け検査済証等の交付を受ける。

なお、監督員検査の結果、合格とされた機材と同じ種別の機材は、以後原則として抽出検査とする。

３）設計図書に記載してあるもの及び監督員の指示する材料、仕上げの程度、色合い等については、あらかじめ見本を提出

また、製造工場等における検査を行う機材については、監督員の指示による。

建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、

使用する機材について、自主検査記録（任意様式）を作成すること。ただし、主要な機材については監督員の検査を受ける。

２）主要材料については、速やかに主要機材の製作所名等一覧表を提出し、監督員の確認を受ける。

また、工事完了後に同計画書の実施報告書（ＣＯＢＲＩＳ）を提出すること。

　　特に指定したものは新品でなくともよい。また、これらの機器・機材は監督員の承諾を受け施工する。

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」により、ＣＯＲＩＮＳ（工事実施情報サービス）への登録を原則

総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね１０日前までに支障のない状況まで完了していること。

工事施工途中における技術検査の対象箇所・実施回数等は監督員の指示による。

した費用の全ては受注者の負担とする。

処理の三原則」の規定を遵守し適正に処理する。

混合物の処理については管理最終処分場に持ち込むものとする。

基準以下であることを指定検査センターにて検査確認し、工期内に引渡しを行うこと。又ホルムアルデヒド及び揮発性有機

化合物の濃度が基準以上だった場合は、直ちに原因を特定し汚染源の除去を行い再度検査確認をする。除去及び再検査に要

処理については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「岐阜県廃棄物の適正処理に関する条例」「岐阜県建設廃棄物適正

．室内汚染物質の測定 ・ 要　　　　・ 不要（※建築工事）・　衛生器具設備

・ 液化石油ガス（　・　ボンベ　　・　バルクタンク　　・　　　　　　　）

・ 都市ガス（種別：　　　　発熱量　　　　ＭＪ/ｍ　（Ｎ）　供給事業者名　　　　　）

・ 連結散水設備　　　　・ 連結送水管　　　・ 不活性ガス消火設備（ ・ 　　　）

・ 屋内消火栓設備　　　・ スプリンクラー設備　　　・ 泡消火設備

　　　　　　　雑排水（ ・ 下水管直放流（生活排水）　 ・　側溝（プール排水）　 ）

建物外放流先　汚　水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

ポンプ排水　　 ・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧水　）　　・無

建物内汚水、雑排水　（ ・ 合流式　　・ 分流式　）

・ 水道直結方式　　　・ 高置タンク方式 　・ 圧力タンク方式 　・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

・ 電気式　　・ 電子式　　・ デジタル式　　・ 中央監視制御

・ ファンコイルユニット･ダクト方式　　　　・　ガスエンジンヒ-トポンプ方式　　　・　灯油エンジンヒ-トポンプ方式

・ ダクト方式（　・　各階ユニット　　・　中央　）　　　　・ パッケージ方式（　・　マルチ　　・　個別　）

（　・　印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

・　消火設備の種別

・　ガスの種類

・　排水方式

・　給水方式

・　自動制御方式

・　暖房方式

・　空調方式

方式及び種別

　６．設備概要

・　ガス設備

・　給水設備

・　給湯設備

・　排水通気設備

・　消火設備

１４

１３

１２

．検査

．概成工期

．技能士

３

設　　　備　　　概　　　要

１１

９

１０

８

．残土処分

７

６

・ 本工事で設置する。　

．足場その他

検査等

．機材（工事材料）の

．建設廃棄物

．発生材の処理

　進計画書

及び再生資源利用促

．再生資源利用計画書

***

消防法施行令の適用

その他の指定　　・　建築基準法第２２条指定区域内　　・　建築基準法第２２条指定区域外　　・　指定なし

防火地域　　　　・　防火地域　　・　準防火地域　　・　指定なし

　　　　　　　　・　用途地域の指定のない区域

　　　　　　　　・　近隣商業地域　　・　商業地域　　・　準工業地域　　・　工業地域　　・　工業専用地域

　　　　　　　　・　第二種中高層住居専用地域　　・　第一種住居地域　　・　第二種住居地域　　・　準住居地域

用途地域　　　　・　第一種低層住居専用地域　　・　第二種低層住居専用地域　　・　第一種中高層住居専用地域

都市計画区域　　・　都市計画区域内　（　・　市街化区域　　・　市街化調整区域　　・　その他　）

機械設備工事 特記仕様書

　２．工事場所 高山市松之木町　地内

プール

・　自動制御設備

・　排煙設備

（　・　印が付いたものが対象）　５．工事種目

88.8Ｓ－１附属棟 ｍ

延面積

２

構造及び階数建 物 名 称

・　冷暖房設備

　　　　　　　　・　都市計画区域外

　３. 用途地域等

附属棟

建物別及び屋外　

　工事種目

　４．建物概要

・　換気設備

Ａ．工 事 概 要

　１．工事名称 東小学校プール改修工事

工 事 種 別

屋　外*********

********* 既設改修

備　考耐震区分

１

２

３ ．機材等

５

．環境への配慮４

●
一
般
共
通
事
項

項　　　目章

とする。

．工事実績情報の登録

．法令その他

　　して確認を受ける。

　２．特記事項

　１．一般仕様

Ｂ．工 事 仕 様

０．６ ０．４０．６機器 １．０

　・ 監視制御設備　　　・ 危険物貯蔵装置　　　・ 火を使用する設備

機器システム図及び重要な定期点検項目等を記載した案内板を設備機械室に設ける。

・　弁名札及び開閉状況札を取付ける。

ステンレス鋼管に取り付ける呼び径６５以上の弁は、ステンレス製とする。

油系に使用する弁の耐圧は、１０Ｋ（マレアブル弁等）とする。

水道直結給水配管系に使用する弁の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ １０Ｋとする。

特記のない弁の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ １０Ｋとする。

　・ 換気機器　　　・ 空調機器　　　・ 熱源機器　　　・ 防災設備　

　・ 給水機器（　　　　　　　　　　） ・ 排水機器（　　　　　　　　　　）　　　

上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は

上層４階とする。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

防振支持の機器

　　メカニカル形管継手（ ・ 拡管式　　・ プレス式）

１）呼び径６０ＳＵ以下のステンレス鋼管の継手は、下記による。

３）溶接部の非破壊検査　　・ 不要　　・ 要（　　　　）

２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とした値とする。

・ （ａ）フレキブルジョイントを使用　　・ （ｂ）ボールジョイントを使用　　・ （ｃ）スリークッション

２）建物導入部配管の変位吸収方法は標準図施工４・５（建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

　　・　ペトロラタム系　　・　ブチルゴム系　　・プラスチックテープ

４）保温を施さないの鋼管類でコンクリートへ埋込又は貫通部の防食処理

１）地中埋設配管（排水管を除く）

（２）埋設表示テープ　　・　要（表示テープ）　　・　要（ロケーティングワイヤー）　　・　不要

３）地中埋設の鋼管類（排水配管の鋼管類及び合成樹脂等で外面を被覆された部分は除く）の防食処理

　　・　根切土中の良質土　・場外搬入土

　　・　ペトロラタム系　　・　ブチルゴム系　　・プラスチックテープ

　　・　山砂の類　　　　　　０．１５ｍ／ｍ　　　※土間下共

（１）地中埋設標　　　　・　要（分岐点・曲点）（ ・樹脂製（ＳＵＳプレート）　　・ 鉄製　　）　　・　不要

．絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ・絶縁継手 図示の位置に取り付ける。３１

　・ 避難経路上に設置する機器

．弁　類

．地中埋設標等

．案内板

２９

２８

２７

３０

重要機器は次のものを示す。

水槽類

１階及び地下階

．配　管

２）埋戻土及び盛土

０．６

０．６

１．０

１．０１．０

１．０１．０

１．５

3

　　間に差異が生じ、本設計書による事が困難な場合は、監督員と打合せの上、その指示に従い施工する。

２）本設計図書内明記の既設配管は、既設図面及び所轄支所担当課指示に基づき作成されている為、既設の状況と図面との

１）本仕様書・設計図に明記なき事項でも本工事完成の為機能上・構造上・外観上当然施工を要する事項は請負金額の増減

工事施工中、火災保険又は、それに代わる請負賠償責任保険等に加入し、証書の写しを提出する。

・　本工事として下記の測定表を提出する。

・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度測定　　・ 室内空気流じんあいの測定

・ 騒音の測定　・ 振動調整　　・ 初期運転状態の記録　・ 飲料水の水質の測定（２６項目）

防振支持の機器

防振支持の機器

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、地域係数［ ・ １．０　

　　・ １．２ ］及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版（独立行政法人建築研究所監修）

構内につくることが（　・　できる　　　・　できない　　）。

・ 設けない　　・ 設ける（ ・ 既設建物を使用　　・ 構内に新設）

による他、監督員の指示により撮影し提出する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領(平成２４年版)・同解説　工事写真の撮り方（建築設備編）」

施工図等の著作権にかかる使用権は、発注者に移譲するものとする。

本工事に必要な工事用電力・水等及び諸手続きなどに要する費用はすべて受注者の負担とする。

特　　　　記　　　　事　　　　項

２３

２４

　総合調整の項目

．総合調整

２６

１９

２１

２０

２５

２２

水槽類

機器

中間階

部　位

屋上・及び塔屋
水槽類

機器種別

機器
上層階

設計用標準水平震度

．耐震措置

による。

１）機器の据付け及び取付け

高山市監督員の指示による。．完成図書

．工事用仮設物

・ 要　　　　・ 不要

．監督員事務所

．工事写真

．電気保安技術者

．工事用水・電力等

　　なく完全に施工のこと。

１８ ．軽微な変更等

．火災保険等

●
一
般
共
通
事
項

１６

１７

１５

．施工図等

２）工種別施工計画書

１）総合施工計画書（仮設含む）．施工計画書

一般機器

１．０

１．５

１．０

１．０

０．６

０．６

・　一般の施設

重要機器

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０１．５

一般機器重要機器

・　特定の施設

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

プール

********* 既設改修

○○

○

○

○

○

○

・　ろ過設備

　　をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第２７条（臨機の措置）によって処理されるものとする。

　　た場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の安全措置を講ずるとともに、工事中断などの措置

３）設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）～（５）の順番とおりとする。

　　　（機械設備工事編）（令和４年版）による。

（１）特記仕様書、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省

　　　大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）及び公共建築設備工事標準図

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

　　　（機械設備工事編）（令和４年版）による。

（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省

３）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による注意情報が発せられ

１）章は●印の付いたものを適用し、項目は○印内に数字のあるものを適用する。

この仕様書は下記の要領により適用する。

２）特記事項は　・　印だけを適用する。

（１）質疑回答書（２）現場説明書（３）特記仕様（４）図面（５）標準仕様書及び標準図

　　　大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）及び公共建築設備工事標準図

２）改修工事共通仕様書

１）新設工事共通仕様書

○

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

機械設備工事特記仕様書－１

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 01　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子



．中央監視制御装置 別図による

　　また、ファンコイルユニットには、（・ 流量調整弁　・ 定流量弁）を設置する。

下記の試験を行う場合には、範囲は監督員と協議による。

・ 冷媒管の保温外装は下記による。（ただし、天井内、機械室内、PS内は保温外装不要）

なお瞬間流量計の形式は、（ ・ 固定式　 ・ 着脱式 ）とする。

制御盤には（ ・ 給油ポンプ制御　・ 返油ポンプ制御　・ 漏えい検知警報　・ 満油警報　・ 減油警報　・ 遠隔警報　

・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．５の排水管の項による。

瞬間流量計はピトー管方式によるもので、止水コック付とし、図示の位置に取り付ける。

着脱式の場合、（４０Ａ　　　個　１００Ａ　　　個　）を付属する。

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。

また、フロートスイッチ部はステンレス鋼製（油面検出部）とする。

・ 建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項により、空気抜き対象管から空気抜弁までとする。

・ 膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。

・ 外気取入れ用ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

　　 　　　　　　 ・ カラー亜鉛鉄板　　・ 溶融アルミニウム-亜鉛鉄板 ）

　　屋外露出（ ・ ステンレス鋼板　　・ 保温化粧ケース（材質： 鋼板ダクト及び樹脂カバー）

・ 排気用ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

・ 還気用ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

　　屋内露出（ ・ 合成樹脂製カバー　・ 保温化粧ケース（材質：　　　　））

サプライチャンバー

　　　レタンチャンバー

レタンチャンバー

サプライチャンバー

計測部位

下記の表に○をつけた箇所に設置する。なお円形指示計は100mmφ以上とする。

・　ベローズ形　　　・　スリーブ形

３３

　及び防振支持金物

３２

図示の位置に取り付ける。．防振吊り金物

．鋼管用伸縮管継手

放出を防止する措置を講じること。

パッケージ形空気調和機の移設等により、冷媒の回収・再充填が必要となる場合においては、上記に準じて冷媒の大気中への

業務用冷凍空調機器の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により、次の書類の写しを監督員に

　・ 冷媒充填・回収証明書　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

撤去する前にフロンを屋外側ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行う。

石綿撤去方法　　　　・ 本工事（　・　図示による　）　　・　別途工事

撤去する配管（断熱材被覆銅管を含む）、ダクト等の保温は分離する。

撤去する配管、ダクト等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。

石綿含有分析調査　　・ 本工事　　　・ 別途工事

　　・ アンカー引抜試験（　・　性能確認試験　　・　施工後確認試験　　）

　　　　　　の回収

．冷媒（フロン類）１０

提出する。

９ ．撤去工事

．瞬間流量計１１

１２ ．油面制御装置

．保温及び消音内貼１３

・ 電磁弁制御 ）の端子を設ける。

パッケージ形

冷凍機

冷温水機

空気調和機

熱交換器

ヘッダー

ユニット形

空気調和機

防振支持の機器

水槽類

冷温水

機材名

冷却水

冷温水

．温度計・圧力計１０

電線及びＥＭケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

温度計の種類

円形指示計

円形指示計

円形指示計

円形指示計

円形指示計

円形指示計

円形指示計

円形指示計

圧力計

出口側

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

出口側

－

－

－

－

入口側

－

－

－

－

温度計

－

－

－

入口側

－

－

－

－

－

　　　の構成・機能

３

　　　　　　　還管　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ８０

１）冷温水コイル廻り（標準図）の弁は（ ・ 仕切弁 ・ バタフライ弁 ）とする。

８）油管　　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　・　ポリエチレン被覆鋼管　　・　灯油用被覆銅管

３）ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往･還）には、ボール弁を取付ける。

２）蒸気加熱コイル廻り（標準図）の弁は仕切弁とする。

１）冷温水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　

２）冷却水管　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　

３）空調用排水管　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）※屋外露出部　　　・

　　　　　　　　　　・ 架橋ポリエチレン管（２０Ａ以下）

　　　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管

５）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は配管用炭素鋼鋼管（白）とする。

４）冷媒管　　　　　　　・ 断熱材被覆銅管（難燃性）

　　　　　　　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Ｓｃｈ４０

　　　　　　　　　　　 ・ 塩ビライニング鋼管（ＶＡ又はＶＢ）

７）蒸気管　　給気管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　・　

６）加湿用給水管　　　　・ ステンレス鋼管　　・ ポリ粉体鋼管（ ＰＡ又はＰＢ）

１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼したチャンバーには内貼した

２）ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　　・　　　　　　）

１）防煙ダンパー　　　復帰方式（ ・ 遠隔（定格入力はＤＣ２４Ｖ ０．７Ａ以下）　・　　）

３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

　　チャンバーには点検口を設置し、寸法は図示による。

　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法

・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

設ける（測定口は８０ｍｍ以上とし、取り付け箇所は煙道の直線部とする）

温度（ＤＢ）

外　　　気

改修標準仕様書第２編５．１．３「インサート及びアンカー」による。

２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

放射線透過検査等による埋設物の調査は（ ・ 要　・ 不要 ）とする。

範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

改修標準仕様書第３編２．２．９「ダクト清掃」を　　・ 行う　　・ 行わない

改修標準仕様書第３編２．２．８「既設ダクトの再利用」による。

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

仮設間仕切は、改修標準仕様書第１編２．２．３による。種別（ ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ）

１）本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

電線類は、ＥＭケ－ブルを使用する。（機器、盤類を除いてもよい）

電線及びＥＭケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

穴開けを行う際は、電磁誘導等の機器で鉄筋探査を行う。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターによる。

・ 保温無し屋内露出の配管及びダクトは塗装を行う。（ただし、機械室内及び屋上は除く）

２）撤去及び取壊し工事は、既存設備の概要を充分に調査・把握・検討した後着工する事。

屋外で使用する鋼材等は、（　・ 溶融亜鉛めっき仕上げ　　・ ステンレス鋼材　）とする。

●
一
般
共
通
事
項

●
改
修
関
係
事
項

．既設との取合い１

８ ．あと施工アンカー

．試　験７ １）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

．非破壊検査６

．既設ダクトの再利用５

．養　生４

３ ．仮設間仕切

　調査範囲・方法　　・　図示　　・ 工事範囲

　調査項目　・ 既存資料調査

２ ．施工調査 事前調査　　・ 本工事　　・ 別途

４０ 屋外設置のマンホール類には用途名を入れる。その他

３９ ．電線類

　　　　とのとりあい

３８ ．他工事又は他工種

．天井仕上区分３７

３６ ．はつり

３５ ．塗　装

・　

３４ ．保温工事

．ばい煙濃度計取付座 ・ 設ける　　　 ・ 設けない

８ ．配管材料

．弁　類９

図示の位置に取り付ける。．風量測定口７

．ダンパー６

・ 高圧1ダクト（範囲は図示による。）

．ダクト４

５ ．チャンバー

３

２ ．ばいじん量測定口

○
空
気
調
和
設
備

．設計温湿度１

湿度（ＲＨ）

一　般　系　統

夏季

冬季

温度（ＤＢ）

・ あり（ ・ 新設　・ 既設 ）　　・ なし

・ 壁取付　（　・ スリット形　　・ パネル形　）　 ・　

・ 電気式　（ 遠隔復帰　 ・ 要　・ 不要 ）　　　　・ ワイヤ－式

建築設備定期検査業務基準書平成２０年版（(一財)日本建築設備･昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準じる。

・ 天井取付（　・ スリット形　　・ パネル形　）

・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板（厚１．６mm）

．中央監視制御装置１

２

．排煙風量測定４

３ ．排煙口開放

．排煙口の形式２

１ ．ダクト
○
排
煙
設
備

　 　　及び復帰方式

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

一　般　系　統

屋内（調整目標値）

-7.6　℃ 82.6　％

45.1　％34.4　℃

・ 厨房及び湯沸室の排気ダクトの保温要　（保温の厚さ５０ｍｍ（ＲＷ）、範囲は図示による）

・ 排気用ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）　※外壁より１ｍ

・ 多湿箇所のダクトの保温要　（保温の厚さ５０ｍｍ、範囲は図示による）

・ 厨房系統　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　　・

・ 外気取入れ用ダクトの保温要　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

・ 厨房系統の排気ダクトは標準仕様書第３編２．２．２．２のダクトの板厚の項より一番手厚いものを使用する。

　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法

・ 高圧1ダクト（範囲は図示による。）

・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクト（範囲及び仕様は図示による）

図示の位置に取り付ける。．風量測定口

次のダクトは保温を行う。６ ．保　温

．チャンバー５ 空気調和設備の当該項目による。

空気調和設備の当該項目による。．ダンパー３

２

４ ．シールする排気

％

％

℃％

％

℃

℃

（50）％

（40）％

28.0　℃

19.0　℃

　（範囲は図示による）

●
換
気
設
備

．ダクト１

　　　　　　　　 ・ スパイラルダクト　　・　フレキシブルダクト（　・　保温付　　・　保温無　）

凍結防止系統

5.0　℃

　・　共同溝内　　ダクト：　　　　　　　　　　配管：

１）標準仕様書第２編３章１節によるほか次による｡ただし各工事種目で別に指定されたものは除く｡

　・　多湿箇所　　室　名：

２） 保温の種別（下記表の他は標準仕様書による）

床下等

屋外露出等

　仕様区分

機械室等

屋内露出部

天井内・壁内等

土間

ｃ２・ロ・VII

排水管

種　別

給水管 冷媒管 ドレン管給湯管

　　 保温材の種類： （イ）ロックウール保温材　（ロ）グラスウール保温材　（ハ）ポリスチレンフォーム保温材

衛　生　設　備 空　調　設　備

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ長方形ﾀﾞｸﾄ

ｅ２・ロ・VII

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

機械設備工事特記仕様書－２

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 02　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

b・ロ・VII

●
自
動
制
御
設
備

．電気計装用配線

４ ．自動給水装置 プール給水について、自動給水装置を組み込む。（図示による）



・　本工事（図示による）　外部出力端子　・　有　　・　無

親メーター（　・ 貸与品　・ 　 　　）　 親メーターの形式（ ・ 直読　・ パルス）

子メーター（ ・ 買取り　・ 　　　 ）　 子メーターの形式（ ・ 直読　・ パルス）

液化石油ガス　　保持時間は、２４分以上とし記録計による測定表を提出する。

・ 都市ガス　　　　ガス供給事業者の供給規定による。

　　　　　　　　　地中埋設部　　 ・ ポリエチレン被覆鋼管　・ ガス用ポリエチレン管

・ 液化石油ガス　　露出部及びコンクリート埋込み部　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

都市ガス　　　　ガス供給事業者の供給規定による。

箱内に別途機器（発信機及び電鈴）取付用の板を設ける。

(2)連結送水管　一般　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Ｓｃｈ４０）

(1)屋内消火栓　一般　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　　　・ 耐震用ポリエチレン管（消防認定品）（屋外埋設部分）

　　　　　　　地中　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　 地中　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Ｓｃｈ４０）（外面被覆）

・ 易操作性１号消火栓　　・ 広範囲型２号消火栓　　・ １号消火栓　　・ ２号消火栓　　

外面被覆鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。

・ 有（標準仕様書第２編３．１．５の給水管の項による。）　・ 無

○
厨
房
設
備

．屋内消火栓種別

○
ガ
ス
設
備

２

１ ．機器の寸法

．機器の機能等

概略寸法とする。

図示による。

・ 別途工事

４ ．ガス漏れ警報器

３ ．ガスメーター

・　借用　　　・　本工事

１

２

５

．配管材料

．気密試験

．ガス充てん容器

５ ．保　温

・　１０Ｋ　 　　　　　　 ・３ ．屋内消火栓開閉弁

４

２

．地中埋設配管の接合

○
消
火
設
備

(3)連結散水用　　　　・

１ ．配管材料

●
排
水
設
備

　　　　　　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

標準仕様書第２編３．１．５によるほか、下記による。

・ 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は表２．３．５のｈ・（イ）・IXの保温を行う。

　　　　　　　　　　　　　　・ 耐火二層管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

　　　　　　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

２）給湯室台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管でもよい。

１）洗面器及び手洗器に直結する排水管は器具トラップより１サイズアップとする。

　　　　 ポンプアップ排水管　・ 排水用塩ビライニング鋼管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　　　　　　　・ 耐火二層管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

　　　　　　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

　　　　　衛生器具廻り　　　　・ ビニル管　　・ 鉛管

　　　　 雑排水管・通気管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・

２）屋外　第１桝以降及び桝間　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（　・ ＶＰ　　 ・ ＶＵ　）

給湯管（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　　・ 銅管　　　　　　　・ 保温付き被覆銅管

・ 耐熱性ライニング鋼管　　　　　　　・ 被覆銅管　　　　　・ 外層断熱付ポリエチレン管（温泉パイプ）※地中配管

○
給
湯
設
備

立管の各階１ヶ所に取り付ける。

・ 要（　・ 本工事　　・ 別途工事）　・ 不要

２

３

４

．洗面器等の排水管

．放流納付金

．満水試験継手

　　　　　　　　　　　　　　・

．配管材料１

２

．その他３

．保　温

電気式給湯器等の膨張水排水を設ける。

１）屋内　汚水管　　　　　　　・ 排水用塩ビライニング鋼管　　・

子メーター（ ・ 買取り　・ 　　　 ）　 子メーターの形式（ ・ 直読　・ パルス）

　　　　　　　　・ 塩ビライニング鋼管（・ ＶＡ又はＶＢ　・ 　　　　　）

　　　　　　　　・ ポリ紛体鋼管（・ ＰＢ　　　　　　　　　　 ）

　　　　　 　　 ・ 耐震用ポリエチレン管（規格記号　ＰＷＡ００１．００２．００５．００６）

３）水道直結配管　引込みは水道事業者の指定による。量水器以降は、１）及び２）による。

・ 要（　・　本工事　　・ 別途工事）　　・ 不要

・ 水道事業者指定品（　・ 貸与品　　　・ 買取り）　　　　　　・ 標準図ＭＣ形（子メーター用）

・ 合成樹脂製　　・ ステンレス製　　　・ 人造石とぎ出し製　　・ アルミニウム合金製

１）一般配管　　 ・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

上記の選択で、ポリ粉体鋼管又は塩ビライニング鋼管を使用する場合、厨房、浴室等のシンダー内配管はＰＤ又はＶＤとする。

２）地中埋設配管 ・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）(・ 建物内　　・ 屋外部分）

親メーター（　・ 貸与品　・ 　 　　）　 親メーターの形式（ ・ 直読　・ パルス）

・ 埋設深さは原則として、車両通行部分では管の上端より（ ・ ６００ｍｍ　・ 　　　ｍｍ）以上

　　　　　　　　　　　 　その他の部分では管の上端より（ ・ ３００ｍｍ　・ ６００ｍｍ）以上

洋風便器の洗浄弁の洗浄水量は８．５Ｌ/回以下とする。ただし、タンク式の洗浄水量は６．５Ｌ/回以下とする。

洗浄水量は４Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

・ 耐寒水栓（吊コマ）　　・ 湯沸室流し用の水栓は泡沫式とする。

排水口は（　・ 目皿　　・ 鎖付きゴム栓）とする。

　　　耐火カバー

●
給
水
設
備

１ ．配管材料

７ ．凍結深度

．配管材料１

．引き込み納付金２

．量水器３

．量水器桝４

５ ．水栓柱

６ ．管の地中埋設深さ

屋外配管の凍結深度は　６００ｍｍ

●
衛
生
器
具
設
備

和風大便器の防火区画貫通処理は標準図による。５ ．和風大便器

４ ．掃除流し

３

２

１ ．大便器

．小便器

．水　栓 ・ カウンター取付け形

　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　※地中配管・コンクリート内

一定期間経過後、放流水質性能等を記入した測定表を提出する。

○
浄
化
槽
設
備

１ ．形　式 ・　ユニット形　　　・　現場施工形

２ ．測定表

防犯設備機器及び配線配管

設備用スリーブ防水処理

防火区画貫通処理

煙感知器連動防火扉本体

煙感知器連動防火扉の

煙感知器連動防火扉のレリーズ

ガス漏れ警報器本体及び遮断弁

　　　以外の設備機器類

　　　　　電源供給配線配管

天井・壁埋込器具切込補強

壁取付器具下地補強

設備機械用基礎（コンクリート製）

設備機械用基礎のアンカーボルト

天井裏・壁内点検口

設備換気ガラリ

設備用スリーブ構造補強

工 事 区 分 表

項　　　　　目

Ｃ．工事区分

設備用スリーブ入れ

機　　械建　　築 電　　気

注記）各工事の関連工事施工区分は下記によるも、各工事請負業者、監督員と打合せを行い施工の事。

別　　途

ガス漏れ警報器のコンセント

　　　　　　　　及び配線配管

ペレットストーブの

屋内消火栓ボックスの

側溝及び集水桝

集水桝以降の排水処理

化粧鏡

設備機器の二次配線

手洗シンク（家具）

トイレ手摺

キッチン

　　　　表示灯及び発信機

消火器本体

竪樋及び排水ドレイン

竪樋以降の排水処理

消火器収納ボックス

昇降機設備本体

屋内消火栓ボックス本体

LANｼｽﾃﾑ主装置の設定及び移設

陶器製衛生器具

ペレットストーブ本体

　　　コンセント及び配線配管

　　　電源供給配線配管

自動給水機器等の

図中明記のあるもの

給水管に準ずる。

ろ過管（水抜管含む）

・ 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

・ ポリ紛体鋼管（・ ＰＢ　　　　　　　　　　 ）

●
ろ
過
設
備

．配管材料１

２

．その他３

．保　温

図中品番は参考とし、承認図提出・承諾を受ける。

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

機械設備工事特記仕様書－３

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 03　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

図中明記のあるもの

既設土間コンクリート撤去・復旧



14．その他

　　　　に施工方法について、監督員及び学校関係者と充分協議の上、施工すること。

　　１）本工事は学校において児童の教育活動と併行して施工をするものであるから、児童への危険防止には細心の注意を払うことはもとより、仮設並び

　　２）断水等は学校の運用に支障とならぬ様、十分な協議等を実施すること。

配　管　材　料

硬質ポリ塩化ビニル管

排　水　管

記　　号 名　　称

給　水　管

凡　例

ろ過管（往）

硬質ポリ塩化ビニル管

既設

既設

撤去

新設

（撤去）X X
既設配管切断撤去後、新設配管接続箇所を示す。

既設配管切断撤去後、プラグ止め箇所を示す。

既設配管切断後プラグ止め、残置配管箇所を示す。

ろ過管（還）

硬質ポリ塩化ビニル管

R

RR

弁　　　類

記　　号

排水金具

フレキシブル継手

備　　　　考

水　栓　柱

11．提出書類・完成図等

高山市ホームページ上に示された書類とし、監督員協議によりその一部を省略することができる。

　　３）協議にあたって、発注者側は監督員及び担当係長又は課長、受注者側は現場代理人及び主任技術者が出席するものとする。

　　　　安全協議会・安全大会等）」の実施と記録を行うこと。

　　２）安全委員会の組織を構成するとともに、「日常活動（安全朝礼・ミーティング・ＫＹ活動・工事打合せ等）」及び「月例行事（安全パトロール

　　１）「建築基準法」「労働安全衛生法」その他関係法令等に定めるところによるほか、「建設工事公衆災害防止対策要綱建築工事編」に従うとともに

　　　　「建築工事安全施工技術基準指針」を参考に施工に伴う災害及び事故の防止に努める。

　　１）実施にあたっては、市の基準に準じ簡素化に取り組むこと。

６．ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について

　　１）ディーゼルエンジンを動力とする車両には、ＪＩＳ規格の軽油を使用すること。

　　２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には、協力すること。

　　本工事の施工中における受発注者間の情報共有は、電子メールを利用すること。運用にあたっては「電子メールを活用した情報共有における運用指針」

　　よる他、工事着手前協議時に監督員と協議の上、決定するものとする。

　　　　写しを現場代理人（主任技術者）が受け取ること。

　　４）協議時、「施工打ち合わせ記録簿」の回答（その他）欄は監督員が記入し、最後に確認を行い監督員・担当係長又は課長の確認印を押印し、

８．施工中の安全確保

７．工事書類の簡素化について

５．電子メールの利用

　　受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目について、工事完了

　　までに所定の様式により提出することができる。

　　１）本工事の受注者は、契約後１～２週間以内に設計書内容等について、監督員と工事着手前協議を行うこと。

　　２）協議にあたっては、別に定める「施工打ち合わせ記録簿」に協議事項を記入し、打ち合わせに持参すること。なお、協議日の設定については、

　　　　受注者側が事前に監督員と連絡をとり設定しておくこと。

　　下請け業者の選定に当たっては高山市入札参加資格停止の処置がされていないこと。

　　（建設業法（昭和２４年法律第１００号）に規定する主たる営業所含む。）を有する者の中から選定するよう努めること。

　　本工事において、下請契約を締結する場合には、「高山市公契約条例」（平成30年4月1日施行）に基づき、当該契約の相手方を高山市内に本店

４．工事着手前協議について

３．実施状況の提出について

１．下請契約について

　・　作成する　　　　　・　作成しない

　・　完成図　　　　　　　　提出部数　　各２部（Ａ２各２部　製本及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　・　施工計画書　　　　　　提出部数　　各１部

　・　施工図　　　　　　　　提出部数　　各１部

　・　保全に関する資料　　　提出部数　　各１部

12．写真等

発注図としてＣＡＤ製図基準に基づいたＣＡＤデータの貸与を受けた場合は、完成図をＣＡＤデータで納品すること。なお、完成図として提出する図面

については、監督員の指示によるものとする。

　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領（令和５年版）・同解説　工事写真の撮り方（建築設備編）」による他、監督員の

（１）工事写真

　　　指示により撮影し提出する。

（２）完成写真

　・　１００ｘ１２５以上２部外部（　　　）　内部（　　　）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原版は撮影業者の保管とする。

撮影個所数１５Ａ－８０Ａ 原版の大きさ（ｍｍ）提出部数

・　カラー

　・　キャビネ版

　・　べた焼

　（他に外観正面１カットのみ５枚（カラーキャビネ版）提出）

・　カラー半切木製パネル

　３２４ｘ４００（ｍｍ）

外部（　　　）　内部（　　　）

監督員の指示による

２部

・　電子データ 外部（　　　）　内部（　　　） 　・　２００万画素以上

　・　３００ｄｐｉ以上

２部

　　工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故発生報告書を監督員に提出する。

９．事故報告

　　当該工事が高山市重点監督対象工事となった場合は、その取扱いによるものとする。

10．重点監督対象工事

　　岐阜県産）を選定するよう努めること。

　　高山市内に本店を有する者の中から選定するよう努めるとともに、調達する工事材料は高山市内での生産品（高山市内での生産のないものにあっては、

　　本工事において、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、「高山市公契約条例」（平成30年4月1日施行）に基づき、当該契約の相手方は、

２．使用資材について

Ｄ．高 山 市 特 記 事 項

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

機械設備工事特記仕様書－４・凡例

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 04　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
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縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事
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【改修前・後】換気平面図　1/100

15
0

15
015
0

15
0

15
0

15
0

１

ＦＥ
ｘ２

２

ＦＥ
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仕　　　　様

改修前【撤去】改修後【新設】

ＦＥ－１

換気　機器一覧表

名　　　称記　　号 参考品番 消費電力仕　　　　　　　　　　　　　　様

ＦＥ－２ 天井換気扇 1φ100V 7.0w

天井換気扇

φ１５０ｘ２２０ｍ　／ｈｘ３０Ｐａ．定風量タイプ．本体：樹脂製．3

1φ100V 7.0wVD-18ZVC7

高密閉風圧式シャッター．落下防止金具．　　　　　　　　※既設機器取替

φ１５０天井換気扇．

換気扇本体のみ撤去としダクト・屋外フードは既設利用．

φ１５０天井換気扇．φ１５０ｘ２２０ｍ　／ｈｘ３０Ｐａ．定風量タイプ．本体：樹脂製．3

高密閉風圧式シャッター．落下防止金具．　　　　　　　　※既設機器取替 換気扇本体のみ撤去としダクト・屋外フードは既設利用．

ＦＥ－３ 壁付換気扇

φ３００ｘ１０００ｍ　／ｈ．格子タイプ．電気式シャッター．3

1φ100V 30.5wEX-30EK9-C

※既設機器取替

φ３００壁付換気扇．

換気扇本体のみ撤去とし木枠・屋外フード等は既設利用．

３

ＦＥ

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号1/100

改修前・後　換気平面図

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 06　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

+2 10

更衣室３

3,600

5,
00

0

900

+ 10

+ 10

+6 0

+6 0

機械室

1,300

更衣室４

3,6003,000

8
,0

00

男子便所

±0

+ 60

± 0

+ 60

90
0

更衣室１

3,600

+ 10

+6 0

9
0
0

更衣室２

30
0

3,600

女子便所

3,600 3,600

3,
0
00

VD-18ZVC7



SV-40流量調整弁 １

シャワー

B-3散水栓ボックス

プールサイド

T27U13散水栓 ２

RC-450・グレーチングため桝 １

２

T200BSU13ホーム水栓 １

機械室

DVIN　100x50間接排水口 １

DVIN　80x40

１

足洗い場

１

２

腰洗い場

２T23BU20胴長横水栓

D-50溢水用金具

GV-50排水弁 ２

洗眼・足洗い：600L-32

外　部

弁桝：VC-P

C-50床排水金具 ２

１【建築工事】トンネルシャワー

SNA-50排水共栓 １

１

C-50床排水金具

格子蓋

排水桝

１

１

１D-80溢水用金具

間接排水口 ３

洗眼流し

２

７T248Z洗眼水栓

１

１

T23BU20胴長横水栓

SNA-50排水共栓

D-50溢水用金具

T200BSU13ホーム水栓

SNC-50流し用排水金具

SV-32流量調整弁

FK60P吐出口

プール

【建築工事】吸込口 １

PKL-50プール用排水金具 ８

２５

SUS・整流用金網　50補給水口 １

手洗い・ｼｬﾜｰ：600L-40

不凍バルブ １

不凍バルブ １

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

改修前　機器表

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 07　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

300x300x300H

撤去

残置

備考

弁桝：VC-P 蓋のみ撤去

40mm量水器（下水計測用） １ 無改修

40mm用量水器桝 １ 無改修

便所・腰洗い：600L-40

不凍バルブ

弁桝：VC-P

１ 無改修

ﾌﾟｰﾙ補給水：600L-50

不凍バルブ １

残置

弁桝：VC-P 蓋のみ撤去

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

BV（PVC）-150

プール用排水弁 １ 無改修

弁桝：市型

男子・女子更衣室

４C-50床排水金具

備考

無改修

COA50床上掃除口 １

女子便所

C137VZ・S570BFT3和風便器 ３

L230S

１C-50床排水金具

壁掛洗面器 ２

備考

撤去

無改修

無改修

無改修

COA100床上掃除口 １ 撤去

COA50床上掃除口 １

男子便所

C137VZ・S570BFT3和風便器 １

L230S

１C-50床排水金具

壁掛洗面器 ２

備考

撤去

無改修

無改修

無改修

COA100床上掃除口 １ 撤去

U308F・T60PF床置小便器 ４ 撤去

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

【建築工事】手洗流し １

手洗い場

SV-32流量調整弁 １

８T200BSU13ホーム水栓

SNC-50流し用排水金具 ２

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

備考

撤去

撤去

撤去

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

備考

撤去

撤去

残置

撤去

B-3散水栓ボックス

T27U13散水栓 １

１

無改修

無改修

RC-450・グレーチングため桝 ３

蓋のみ撤去

備考

残置

撤去

撤去

撤去

プール散水栓：600L-20

不凍バルブ

弁桝：VC-P

１ 無改修



水深 1100

D

【改修前】平面図　1/100

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号1/100

改修前　平面図

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 08　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子土間コンクリート撤去範囲

足洗い場

3,
60
0

3,000

男子便所

3,
60
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1,
20
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3,000

4,
20
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水深 650
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0
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0
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00

水深 1100

シャワー

8,000

機械室

3,
00

0

女子更衣室

3,
60

0

6005,000

集水桝500x500

ろ過機

水深 1100

連通開口　3ヵ所

低学年用

水深 600

ネットフェンス　H1500

24,780

水深 650

排水バルブ

水深 600

コースライン

既設プール(RC製)

排水桝

高学年用

コース幅1.8m　8コース

水深 1200

水深 1100

25,000

民家

目隠しフェンス　H1500　

水深 1100 水深 1100

目隠しフェンス　H1500　

日除
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75A（ホッパー：150A）排水管 １

シャワーユニット

１４循環吐出口

FJ（SUS）750L-80

75Aオーバーフロー金具 ４

メインプール

２ろ過管（往）

BV-80（流調用）

50A給水口ボックス １

２BV-125（流調用）循環吸込兼排水口

Rc50A

Rc80A・内ネジ

ピット内

塩ビ管：50A・接着

125A・10kフランジ

プール側受け口

B-3散水栓ボックス

プールサイド

F-3散水栓 ３

GV-20

３

１

３

１

３

２

仕切弁 ３

３

VC-P・樹脂蓋弁　桝 ３

BV-125ろ過管（還） １

BV-125

ろ過管（往） １

FL-1（機器附属品）取付

100A（有圧）逆洗・洗浄排水管 １

GV-50補給水水抜管 １

ｘ２洗眼流し

１

【建築工事】洗眼ユニット

F-2単水栓 １

壁掛小便器 U-1

C-1腰掛便器 CS597BS．SH596BAYR．TC301．YH701．

マルチシンク SK-1 SK500．T200BSQ13C．TL220D．T6PMR．

記　　号名　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　様

機器一覧表

UFH500．TG600PN．T9R．

１

GV-40弁　類

VC-P・樹脂蓋弁　桝

１

２

ろ過管（往・還）水抜き

弁　類

BV-80

１

GV-20弁　類

VC-P・樹脂蓋弁　桝

１

１

【建築工事】シャワーユニット

50A排水管 １

数量

単水栓

F-3

F-1シャワー金具 TBW01003J．

散水栓 T28UNH13．

F-2 T28AUNH13．

DD-V（SU）-80排水金具 １

ピット内

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

改修後　機器表

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 09　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

機械室

外　部

プール系統：600L-50

不凍バルブ １ 新設

備考

弁桝：VC-P

40mm量水器（下水計測用） １ 既設利用

40mm用量水器桝 １ 既設利用

便所系統：600L-40

不凍バルブ

弁桝：VC-P

１ 既設利用

備考

新設

新設

新設

新設

BV（PVC）-150

排水弁

１ 既設利用

弁桝：市型

男子・女子更衣室

４C-50床排水金具

備考

既設利用

COA50床上掃除口 １

女子便所

C-1腰掛便器 ２

L230S

１C-50床排水金具

壁掛洗面器 ２

備考

新設

既設利用

既設利用

既設利用

COA50床上掃除口 １

男子便所

C-1和風便器 １

L230S

１C-50床排水金具

壁掛洗面器 ２

備考

新設

既設利用

既設利用

既設利用

COA100床上掃除口 １ 新設

U-1床置小便器 ３ 新設

備考

新設

備考

新設

新設

新設

新設

備考

新設

新設

新設

新設

備考

新設

新設

新設

新設

プール散水栓：600L-20

不凍バルブ

弁桝：VC-P

１ 既設利用

（旧プール用排水弁）

※常時「開」にて使用

新設

GV-50ｘ2

補給水管 １

GV-50 １

１FLS3P（機器附属品）取付電極（保持器共）

新設

新設

新設

バイパス管

MV-1（機器附属品）取付

RC-1・350H・格子蓋

排水桝 １ 新設

※下流配管に逆流防止弁取付

新設

新設VC-P・樹脂蓋弁　桝 １

既設利用RC-450

ため桝 ３

蓋のみ新設

１水位測定口 Rc50A

50A

50A

TR-1Ｌ型手摺り １ 新設

SK-1マルチシンク １ 新設

TR-1Ｌ型手摺り １ 新設

TR-2小便器手摺り ２ 新設

２Ｌ型手摺り TR-1 T112CL9．取付金具（木下地）．

２小便器用手摺り TR-2 T112CP26．取付金具（木下地）．

RC-2・600H

ため桝 １ 新設

グレーチング蓋

グレーチング蓋

DD-V（SU）-80排水金具 １ 新設

１F-2単水栓 新設
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高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号1/100

改修後　平面図

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 10　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

28
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4505,1758,000
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20
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女子便所

男子便所
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00
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既設目隠しフェンス

既設プール内壁

24,950

プールサイド

プールサイド

土間コンクリート新設範囲

グラウンド

既設ネットフェンス

既設プール内壁

44,200
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450 5,175
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ＷＦ－１

ろ過　機器一覧表

機　器　名　称記　　号

ろ過機

数量

電動機

相 電圧 容量

逆洗カートリッジ式ろ過機　　　ろ過能力　　８２ｍ3／ ｈｒ　　

ろ過機本体（ＰＰＧＦ製）　　φ３３０ｘｈ－１３５０ｘ２基

装置構成機器類：圧力計ｘ２、自動エアー抜、ろ過塔架台（ＳＳ４００製）、

　　　　　　　　電磁弁ユニット（ＳＢ１）、排水弁、採水弁、他弁類等

１

ろ過ポンプ ＦＣ製片吸込渦巻形（２Ｐ）　φ８０ｘφ６５ｘ０.６８４ｍ3／ｍｉｎｘ１８ｍｘ２

ポンプ架台（ＳＳ４００製）、他弁類等

集毛器（本体・スクリーンＳＵＳ３０４製）　φ３１８ｘ１２５Ａ

コンプレッサー ～２０Ｌ／ｍｉｎｘ０.８ＭＰａ（最高圧力）　

空気タンク容量　１２Ｌ　　オートドレン付

プールろ過制御盤 鋼板製屋内形（架台取付）　　タッチパネル方式、一括警報端子付

３φ ２００Ｖ ３.７ｋＷｘ２

３φ ２００Ｖ ０.２ｋＷ

ＧＦＰ－８０－Ｅ２

ＣＬ－１ 塩素注入装置 差圧式塩素注入装置　　付属品　薬液注入管 １

ＭＶ－１ 補給水弁 ５０Ａ　電動ボール弁（弁体：黄銅）　　附属品：水位計３Ｐ（ＬＣ１） １

機　器　仕　様 備　　考

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号N.S

ろ過　詳細図－１

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 11　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

印はろ過機工事範囲を示す

※プール水量３１５ｍ3＋循環配管水量（プール水量の３％程度）

排水

Ｗ Ｌ

75

プール循環ろ過系統図　Ｓ＝ＦＲＥＥ

メインプール低学年用プール

プール　総水量 約 ３２５ｍ3

Ａ Ａ

1
25

Ａ

集毛器

125

開

補給水弁　閉

ＦＲ

ＦＳ

Ｌ

125

50

125

排水桝

ＷＦ

１

Ａ

Ａ

Ａ

ろ過ポンプｘ２

15

ＡＤ PV
C
ﾎｰ

ｽ

１

ＣＬ

Ａ Ｃ

10
0

Ａ

逆洗・洗浄排水（有圧水）

コンプレッサー

１２５Ａ（ＦＬ１）

付）瞬間流量計

補給水

M

50

１

ＭＶ

(付)ＬＣ１
（３Ｐ）

125

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

ＲＳＴ　３φ　３Ｗ　ＡＣ２００Ｖ(電気工事）

一括警報（外部へ）

ろ過制御盤

Ａ

電磁弁ユニット

75

附属品：瞬間流量計　１２５Ａ（ＦＬ１）

既設排水



【改修後】機械室詳細図　1/30【改修前】機械室詳細図　1/30

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号1/30

ろ過　詳細図－２

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 12　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

１

機械室

15

１

ＣＬ

機械室

５
排水桝

４

１

ＭＶ

ＷＦ

１

番号

２

１

４

５

３

特記　撤去区分

撤去機器表

２

３

備　　考機器名称 数量

集毛器、入口弁含む１

１

１

１

１

砂式ろ過機

ろ過ポンプ　７.５ｋＷ

薬品注入槽

塩素注入装置

ろ過制御盤

機器　　　撤去機器表による

電気　　　露出部は総て撤去する

配管　　　　　　　印の総ての管材

基礎　　　撤去、新設する

　　　　　埋設部は放棄する

更衣室



二次側電気結線図　1/30

高　　　山　　　市

縮　尺

工事名

図　名

設計者

年月日

設　計

番　号1/30

ろ過　詳細図－３

東小学校プール改修工事

　13　枚の内 13　号

令和　7年　 2月

ジュール建築設計事務所
一級建築士　第252093号

伊藤　麻子

制御回路

(３)

（メーカー標準）

ＣＬ

１

ＮＰ１

３

４

６

５

７

塗　装：焼付塗装

接地端子：ターミナルを下部へ取付ける

　　　　色彩　内外面共　マンセル５Ｙ７／１

構　造：鋼板製屋内壁掛（架台取付）形

板　厚：本体、扉　ｔ１．６、　機器取付中板　ｔ２．３

銘　板：材質はアクリル製とし、白地に黒文字丸ゴシック体裏彫刻とする

２

塩
素

注
入

装
置

ＭＣＭＣ

8
0
0

ＮＯ

３２

Ａ→

ＮＰ　１

Ａ２

４

Ａ１

６

ＴＰＬ

５７

防水平面ハンドル　

（キーＮＯ．Ｎ２００）

制御盤外形図（参考）

負荷容量

表　示　灯

負荷名称

操作スイッチ

Ｅ ＵＶＷ，３

２

Ｔｈ２

ＵＶＷ，２Ｅ

１
ＡＣ

－

０.２ｋＷ

エアーコンプレッサ

Ｍ
２

タッチパネル

３.７ｋＷ

ろ過ポンプ２号

１

Ｔｈ１

ＵＶＷ，１Ｅ

１
Ｍ

タッチパネル

３.７ｋＷ

ろ過ポンプ１号

200

制御回路図（参考）

700

タッチパネル タッチパネル 電源送り

ＥＬＢ２　３Ｐ

３０ｍＡ　ＡＬ付　

５０ＡＦ４０ＡＴ

０～２０～６０Ａ

ＲＳＴ，０Ｅ

供　給　電　源　

３φ３ｗＡＣ２００Ｖ６０ＨＺ

ＭＣＢＭ　３Ｐ

ＥＬＢ１　３Ｐ

３０ｍＡ　ＡＬ付　

６０ＡＦ６０ＡＴ

５０ＡＦ４０ＡＴ

０～２０～６０Ａ

（赤指針付）（赤指針付）

Ａ
１

Ａ
２

３０ｍＡ　ＡＬ付　

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＥＬＢ３　３Ｐ

１

記　号

電線・電管表
Ｏ

備　　考

ＲＯ

非常停止

Ｗ

電　源 一括故障

文　　　　字

プールろ過機制御盤

異　常

シ－ケンサ

非常停止

ろ過ポンプ２号

開－閉－自動

補給水弁　開

非常停止解除

ろ過ポンプ１号

機械室

４

１

ＷＦ

4
0
00

１

ＣＬ9
5
0

(12) (５) (３)

(３Ｐ)

水
位

計

ＬＣ１

ＭＶＳＢ

１ １

Ａ群詳細

電
磁

弁
ユ

ニ
ッ

ト

補
給

水
弁

一
括

警
報

(Ａ
Ｌ

１
)

700

1600

コンプレッサー

電磁弁ユニット

ろ過ポンプ

機器名称

補給水弁

塩素注入装置

水位計３Ｐ

水位計

１

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＥＬＢＳ　２Ｐ

２

M

５

６

電管（ＨＩＶＥ）

２２

２８

２２

電　線

ＥＭ－ＣＥ ３.５ｓｑ－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１.２５ｓｑ－１２Ｃ

ＥＭ－ＣＥ２ｓｑ－４Ｃ

１６

２２

１６

ＥＭ－ＣＥＥ１.２５ｓｑ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥ２ｓｑ－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１.２５ｓｑ－３Ｃ

数量

２

１

１

１

１

１

1

2

3

4

5

6


